
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年の新春を迎え謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

会員の皆様におかれましては、ご健勝にて新しい年をお迎えになりご活躍のこととお察し申し上げます。 

さて、昨今の我国の経済は、これまで安定した回復基調が続いていましたが、世界的には大国同士の自

国第一主義による国家間の貿易摩擦や政治的な軋轢が広がる中、これらの煽りを受けて国内景気も今まで

とは異なった局面を迎えており、１０月の消費税増税と相まって今後の動向が懸念されます。 

福山北商工会地域の中小企業・小規模事業者におかれましては、個々の格差はあるものの、以前から言

われている人手不足や原材料の高騰等もあり、各業種において総じてこれまでとは異なった低調な業況が

続いています。 

このような状況下、福山北商工会では、「小規模企業振興基本法」に沿い、昨年度から５年間に渡る経

営発達支援事業の計画推進により、地域小規模事業者の事業計画策定からその後のフォローアップ並びに

販路開拓等を中心とした伴走型支援を各関係機関と連携して実施し、地域商工業者の経営改善による事業

発展と事業継続に努めています。 

また、昨年は消費税増税による景気後退が予想される中、当商工会では福山市と市内商工団体と連携し

て「プレミア付商品券」の発行にも参画し、今回はじめて導入される消費税軽減税率についても説明会を

開催する等、地域事業者の消費税に対する理解を促してまいりました。 

さらに、イベント開催による地域振興事業、青年部・女性部等の部会事業の推進、また、商工会内に特

別委員会を設け「福山産業団地 第２期事業」に対する地域内アンケート調査の実施や、より良い産業団

地造成を目的に福山市との協議要望を重ねてまいりました。 

この「福山産業団地 第２期事業」については今後の動向について的確な情報をお伝えできるよう努力

してまいります。 

本年度は昨年５月に元号が平成から令和へと移り変り、福山北

商工会も駅家町・加茂町商工会の合併設立以来１０年を迎えまし

た。福山北商工会では、これまでの１０年を礎として新たな気持

ちで地域総合経済団体としての責務を果たしてまいりますので

何卒本年も一層のご支援をお願い致します。 

最後に、本年が皆様方にとって飛躍の一年でありますよう心よ

りお祈り申し上げまして年頭のご挨拶とさせていただきます。 
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秋空の下、福山北商工会「第１１回会長杯ゴルフ大会」が１

１月３日（日）新市クラシックゴルフクラブにおいて、１９組

７１名の参加をいただき盛大に開催されました。 

コンペはダブルペリア方式で行われ、有限会社やまだ組の山

田和則さん（OUT49 IN45）が見事優勝され二畠会長から優

勝カップと商品が授与されました。 

また、準優勝には株式会社ゴトウ繊維の後藤勲さん（OUT42 

IN39）が、ベスグロ賞は株式会社山森の松山清人さん（OUT40 

IN37）が見事受賞されました。 

 

 

今年度の三部会合同視察研修事業は、商業サ

ービス業部会が主幹で『TOKYO2020 開催都

市の発展を視る横浜＆東京ぐるり探訪』を企画。 

１０月２７日（日）・２８日（月）に、参加

者２５名にて横浜赤レンガ倉庫や中華街、新国

立競技場、銀座、東京モーターショー、浅草観

音と仲見世、隅田川下り等を視察いたしました。 

初日は、新横浜から宿泊先の銀座まで一日貸 

切バスでの移動でした。東京での交通手段とし 

て電車を利用することの多い参加者は車中か 

らの街並みも楽しめ新鮮な視察となりました。 

また、夜の銀座中央通りを歩いて夕食店に向 か 

ったり、視察研修では珍しいフレンチを楽しん 

だり、日頃交流のない会員同士が親睦を図れ、 

大変有意義な時間を共有することが出来ました。 

 

 

 工業部会事業として、１１月２６日（火）福山生涯学習プラザに

て開催された広島県商工会連合会主催の令和元年度広域講習会へ１

７名が参加しました。今回の講習会は、ディズニー・NASA が認め

た「成長を続ける輝き企業の経営戦略」～楽しくなければ仕事じゃ

ない～をテーマにＨＩＬＬＴＯＰ㈱代表取締役副社長 山本 昌作 

氏が講演されました。油まみれの鉄工所がなぜ世界の VIP 企業に認

められたのか、売上８割の大量生産を捨て単品加工工業へ変革。そ

していつか白衣を着て働く夢工場にしてみせる！と社員教育に情熱

を注ぎ、フルオーダーメードの２４時間無人加工を世界で唯一成功

させ、社員５名だった鉄工所は、年間２,０００名以上が見学に訪れ

る次世代工場に成長。売上・社員数・取引先は１０年右肩上がり、

利益率２０％の企業に大変革させた山本氏の経営戦略を参加者の皆

さんも熱心に拝聴されていました。 
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【出展目的】 

首都圏で開催される日本最大級の展示会に出展することで、小規模事業者の販路開拓を支援すると共に、

一般消費者やバイヤーの視点から自社商品の需要動向を調査し、商品やサービスのブラッシュアップに

繋げる。 

【ファッションワールド東京の内容】 

日本最大のファッション総合展で、国内外から数多くのバイヤーが集まり出展者・商談金額等も年々増

加しており２０１９秋に於いては、出展者数 1,050 社、来場者数は 10 月 2 日(水)7,470 人・10 月 3 日

(木)7,294人・10月 4日(金)5,475人の３日間合計 20,239人で前年を上回る展示会となった。 

【支援対象者】 

下請け業者からの脱却を目指し、新たに開発した自社商品の販路開拓や独自技術により販路の拡大を目

指す小規模事業者を支援対象とする。 

【支援内容】 

具体的な支援内容は下記３点を実施。 

①販路開拓を目指す小規模事業者及び販路開拓が必要と思われる小規模事業者を事前にリストアップ

し、経営指導員等が直接事業者に対し参加を促した。 

②店舗演出の専門家を活用し、「出展ノウハウ習得講習会」を開催。展示会への出展事業者や展示会へ

出展しない事業者も日々の店舗演出に参考となるような、展示方法に関するノウハウを習得できる

講習会を行った。 

③経営指導員が展示会等に同行し、展示会主催者と出展事業者との連絡調整並びにバイヤーやショッ

プ店員から収集したデータや意見を取りまとめ出展事業者に提供した。 

また、『ファッションワールド東京２０１９秋』への出展時に自社開発商品や重点商品、主力商品等の 

需要動向調査も併せて実施。 

【支援企業】 

① ㈱アパークス・サトー     ② ㈱シーエヌティー      ③ 四川㈱ 

 

 

 

 

 

 

 

④篠原テキスタイル㈱       ⑤ 田和被服㈱ 
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【今後の展望】 

  ①２回の出展を経験し、更なる出展事業者の増加を目的とした出展経費の削減と効率的な補助金活用

により、販路開拓小規模事業者数向上に努める。 

  ②本年度出展者にプラスして参加希望者を募り福山北商工会からの参加を増やす。 

  ③コラボ商品については、引合いに対する十分な対応が可能となるよう生産面における仕組み作りや、

知財対応等に関する支援を行う。 

  ④出展事業者の事業計画に基づいて、計画的に販路開拓を支援することで支援先事業者の売上の増大

を目指す。 

 

 

  

令和元年度伴走型小規模事業者支援推進事業として、販路開

拓・需要開拓を支援目的に管内小規模事業者の皆様へ合同販売促

進チラシ『ほく部長だより』の掲載募集を行ない、３０事業者の

合同チラシを作成、１１月２０日（水）に朝刊折込いたしました！ 

クーポンや割引券等お得な特典のチラシとなりましたので、是

非ご覧ください。チラシの有効期限は令和２年１月２０日までと

なっております。チラシは商工会窓口へも配置しております。 

掲載事業者のお店をご利用ください！ 

 

 

 

 今回、初の試みとして女性部を会員の皆様へ知っていただきたいとの思

いを込めて女性部の活動を紹介する女性部通信『ダリア』を発行致しまし

た。商工会だよりに同封して全会員事業所へお送りしていますので是非ご

覧ください。 

また、令和２年２月５日には、太鼓ユニット我龍の代表 竹内孝志氏を

お招きし、簡単な和太鼓エクササイズで冬の寒い時期に固まりがちな体を

ほぐしたり、和太鼓の演奏もご披露いただきます。 

なお、詳細につきましては女性部員の皆様へご案内をお送り致します。

お誘いあわせの上、ご参加宜しくお願い致します。 

 

 

（期間：令和元年１０月１日～令和元年１１月２７日） 

事業所名 代表者名 住  所 業  種 

マグドウィズヴィンチ 

ヒーリングの郷福山至温 
岸本 誠士 駅家町万能倉 整体 

 

インテリア和興 貞清 泰士 駅家町万能倉 寝具小売業 ★ 

  印は法人成りまたは代表者変更による加入 
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「統計ふくやま」は、福山市が人口、産業、教育、文化など各分野にわたる基本的な統計資料を独自に、

年 1 回収集し市勢の現況と推移を明らかにしたもので、基本構想に定める将来都市像「にぎわい しあわ

せ あふれる躍動都市～ばらのまち福山～」の実現を目指し各方面の企画立案、学術研究への活用を促し

ている。 

【調査の狙い】 

当地域の人口及び世帯数、町別、産業別事業所数及び従業者数を調査し管内の経済動向として公表する。 

 

＊町別の世帯数及び人口総数（令和元年９月末現在） 

 駅家町 加茂町 山野町 

世帯数（世帯） 12,655 4,944 323 

人口総数（人） 30,730 11,474 604 

＊産業別従業員・事業所数（平成 28年６月１日現在） 

 従業員数（人） 事業所数（所） 

駅家町 加茂町 山野町 駅家町 加茂町 山野町 

農林漁業 18  72  0  1  3  0  

鉱業・採石業・砂利採取業 0  0  0  0  0  0  

建設業 801  356  27  102  49  6  

製造業 3,000  554  96  207  52  8  

電気・ガス・熱供給・水道業 0  0  8  0  0  1  

情報通信業 35  0  0  3  0  0  

運輸業・郵便業 379  149  0  19  10  0  

卸売業・小売業 1,744  433  30  230  47  3  

金融業・保険業 118  8  5  15  3  1  

不動産業・物品賃貸業 154  20  1  45  8  1  

学術研究専門・技術サービス業 159  21  1  26  7  1  

宿泊業・飲食サービス業 706  25  0  61  11  0  

生活関連サービス業・娯楽業 284  55  2  90  25  2  

教育・学習支援業 126  32  0  33  8  0  

医療・福祉 1,915  489  2  91  31   1  

複合サービス事業 80  22  3  8  4  1  

サービス業（他に分類されないもの） 248  57  17  52  21  7  
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今年も年末調整を行う時期となりました。「年末調整」は給料や賞与等の支払の際に源泉徴収をした税

額と、その年（１～１２月）の給与の総額について納めなければならない税額（年税額）とを比較して、

その過不足を精算する手続きです。令和元年分年末調整の提出期限や必要書類、令和２年分からの改正・

変更について抜粋してお知らせ致します。 

なお、令和２年分からの改定・変更の詳細は国税庁ホームページ“年末調整の仕方”をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和２年分からの改定】 

１－１源泉徴収税額表の改正 

 下記〔参考〕１のとおり、給与所得控除及び基礎控除に関する改正が行われ、令和２年分以後の所得税

から適用されることとなりました。この改正に伴い、「給与所得の源泉徴収税額表(月額表、日額表)」及

び「賞与に対する源泉徴収税額の算出率の表」等が改正されました。 

 令和２年 1 月 1 日以後に支払うべき給与等の源泉徴収の際には、「令和２年分 源泉徴収税額表」を使

用してください。 

１－２「扶養控除等（異動）申告書」の「住民税に関する事項」の変更 

 「扶養控除等（異動）申告書」の「住民税に関する事項」に「単身児童扶養者」の欄が追加され、令和

２年分から様式が変更となりました。 

  〔参考〕令和２年分から適用される源泉所得税に関する改正事項  

  次の１から４までの改正は、令和２年以後の所得税について適用されますので、令和２年分の年末調整の際はご注意ください。 

  １．給与所得控除及び基礎控除に関する改正 

  （１）給与所得控除の改正 

   イ 給与所得控除が一律 10 万円引き下げられました。 

   ロ 給与所得控除の上限額が適用される給与等の収入金額が 850 万円、その上限額が 195 万円 

にそれぞれ引き下げられました。 

  （２）基礎控除の改正 

   イ 基礎控除が 10 万円引き上げられました。 

   ロ 合計所得金額が 2,400 万円を超える所得者についてはその合計所得金額に応じて控除額が 

逓減し、合計所得金額が 2,500 万円を超える所得者については基礎控除の適用はできない 

こととされました。 

  ２．所得金額調整控除の創設 

  ３．各種所得控除等を受けるための扶養親族等の合計所得金額要件等の改正 

４．「給与所得者の基礎控除申告書」及び「所得金額調整控除申告書」の新設等 

５．住宅借入金等特別控除の改正 （２～５の改正の詳細については国税庁ホームページをご覧ください） 
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【提出期限】 

■源泉所得税の納付期限 

 ＊納期の特例の承認を受けていない場合 

  令和２年１月１０日（金） 

 ＊納期の特例の承認を受けている場合 

  令和２年１月２０日（月） 

■税務署・各市町村へ給与支払報告書の提出期限 

  令和２年１月３１日（金） 

【必要書類】 

■個人番号カード（個人番号通知カード） 

■国民健康保険料額 

■国民年金基金が発行した証明書類 

■生命保険・損害保険料控除証明書 

■小規模企業共済等掛金の証明書類 

■住宅借入金等特別控除申告書 

■前職がある場合は前職の源泉徴収票 

■税務署から送られてきた書類 

■年間の賃金台帳        など 
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 加入・請求・掛金の増減額の手続きなど  

お問い合わせは福山北商工会まで！ 

本所：☎９７６－３１１１ 支所：☎９７２－３００８ 
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本 所           支 所 

【事 務 局 長】赤澤 準次 【経営指導員】小笠原 匡志 

【経営指導員】荒川 雅和 【補 助 員】三島 絵里子 

南 夕佳里 

黒田 大樹 

【補  助  員】山本 千春 

【記帳指導職員】西 まり子・川元 恵子 

商工会費は口座振替を 

お願い致します 

地区総代の皆様の負担軽減と事務処

理の合理化を目的に商工会費納入に

ついて口座振替をご利用下さいますよ

うお願い致します。 

＊チラシに関するお問合せ 広島県総務局税務課☎082-513-2329 ＊福山市お問合せ 市民税課☎084-928-1021  

 

現在、給与から特別徴収されている方は、これまでの取り扱いから変更はありません。 


